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	1611dani
	＜ダニの減感作療法（アレルゲン免疫療法）について　その①＞
	2014年、はじめて スギ花粉症に対する舌下免疫療法が保険適応となりましたが（詳しくは本ホームページを参照下さい）、ダニ抗原によるアレルギー性鼻炎に対する舌下投与の免疫療法薬「ミティキュア®ダニ舌下錠」（以下「ミティキュア」）が2015年12月3日（木）より販売され、今月で販売後１年が経過しました。
	＜室内塵ダニアレルギー性鼻炎について＞
	＜減感作療法の特徴＞

	1701dani2
	＜ダニの減感作療法（アレルゲン免疫療法）について　その②＞
	＜治療を受ける前の心構え・注意事項＞
	アレルゲン免疫療法は最低3年間必要です。通院できない方は無理です。
	⑥初診の日だけ、薬を舌下にいれてから30分間は当院で観察します。
	⑦皮下注に比べて、アナフィラキシーを引き起こす可能性が低いという
	メリットもあります。

	1703dani3
	＜ダニの減感作療法（アレルゲン免疫療法）について　その③＞




